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 危険 
このアイコンは人体に損傷を与える潜在的な危険性があることを警告
しています。 
 

 機器の警告 
このアイコンを探して、作業時に機器の損傷を防ぐ方法に関する情報
を確認してください。 
 
 ヒント 

このアイコンを探して、作業方法に関する役立つヒントを確認してく

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日行うメンテナンス作業 
FR 5 D1 フライヤーの掃除 
FR 5 D2 フィルターのメ 

ンテナンス 
毎週行うメンテナンス作業 
FR 5 W1 フライヤーの裏 

側の掃除 
隔週で行うメンテナンス作業 
FR 5 B1 フライヤーのキ 

ャリブレーション  
毎月行うメンテナンス作業 
FR 5 M1 フライヤーのリカ 

バリー時間のキャリ

ブレーション 
FR 5 M2 オイルセンサーの 

掃除 
年に 4 回行うメンテナンス作業 
FR 5 Q3 ディープクリーン 

(フロント廃棄システ

ム) 
FR 5 Q4 ハイリミットチェ 

ック 
FR 5 Q5 O リングの点検 
 
FR 5 Q6 燃焼室のエア  ブロ

ワーを掃除する 
 
 
年に 1 回行うメンテナンス作業 
FR 5 Al-T  サービサーによる点検

 (電気フライヤーのみ) 

            

FR5 A2-T  サービス点検        

 (ガスフライヤーのみ) 

 コンピューターモデル M4000 

A. オン/オフボタン、B. ホームボタン、C. 言語切替ボタン/商品ボタ 

ン、D. フィルターボタン、E. 温度ボタン、F. メニューボタン、G. 情報

ボタン 
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ル
 BIELA14 -T  & BIG

LA30 -T - LO
V  

FR
 5 

モデル BIGLA30-T 
 

 

A. M4000 コントローラー、B. フィルター プレスクリーン、C. フィルター 

パン、D. 一斗缶廃棄アタッチメント、E. 一斗缶廃棄アタッチメント接続 

          2018/12 
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フライヤー                                              FR 5 

フライマスター 
型番 BIELA14-T &  BIGLA30-T 
LOV – ローオイルボリューム 

Japanese 

日本の場合のみ 
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フライヤーの毎日の掃除 毎日 FR 5 D1 
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目的 フライヤーに付着しているカラメル状の油を取り除き、エレメントハブを掃除します。 

必要な時間 準備に 5 分 掃除を終えるのに15 分 (各油槽 5 分) 

実施時間 忙しくない時間帯 24 時間営業のレストラン: 夜間または忙しくない

時間帯 
警告表示 

        

ツールおよび提供品 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 エコラボ高温パッド 

ホルダー & パッド 

 

 

 KAY® QSR 製ヘビーデ 

ューティディグリーザー 

、  ペーパータオル 
 
 
 

 
 
KAY®多目的シンク

洗剤(MPSD)   
 

 ネオプレン 

フィルタリング

グローブ 

 エプロン 

(耐熱性生地) 
バケツと   
殺菌剤に浸したタオ

ル 

フェイスシールド  フライヤーのフレンド       

手順

1 フライヤーの電源を切る 
すべてのフライヤーの電源ス

イッチをオフにします。 
 

 

2 保護具の装着 
マクドナルド社が認める安全

保護具(耐熱性生地のエプロン

、フェイスシールド、ネオプ

レングローブなど)をすべて使

用します。 
 
この作業は一度に一つのバッ

トに対してのみ行わなければ

なりません。  
 

 
高温の油で重症の火傷を負う

危険性があります。 

 

3 ヒーティングエレメントハブ

の正面と上側のエリアを掃除

する (電気フライヤーのみ) 
耐熱性生地のグローブをはめ

て、油槽と直角になるように

カバーを取り付けます。 

 

 
   

高温パッド使用（電気フライ

ヤーのみ） 

高温パッドを使用してヒーテ

ィングエレメントハブとハウ

ジング周辺を掃除します。 
 

上記のエリアを掃除した後、

消毒液を浸したタオルでクレ

ンザーの残っている場所を拭

き取ります。高温の油の周辺

にタオルから消毒液が垂れな

いようにしてください。  

 



フライヤーの毎日の掃除 (続く) 
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 油槽の蓋を取り、フライヤー

の横に付いているフレンドを

使ってバスケットラックを外

します。フレンドでヒーター

を持ち上げます。 
 

 油槽の蓋を戻し、ペーパータ

オルでヒーターに付いている

余分な油を拭きます。 

4 ヒーティングエレメントハブ

の下面を掃除する 

(電気フライヤーのみ) 
 

高温パッド使用（電気フライ

ヤーのみ。 
高温パッドを使用してヒーテ

ィングエレメントハブの下面

とハウジング周辺を掃除しま

す。上記のエリアを掃除した

後、消毒液を浸したタオルで

クレンザーの残っている場所

を拭き取ります。高温の油の

周辺にタオルから消毒液が垂

れないようにしてください。  

 

油槽の蓋を取ります。フライ

ヤーのフレンドを使ってヒー

ターを下ろし、バスケットラ

ックを戻します。 

 

5 表面をきれいに拭く 
 
きれいなタオルに消毒液を浸

し、ヘビーデューティ 

ディグリーザーをスプレーし

てフライヤーの表面をすべて

しっかり拭き、こびりついた

油や汚れを落とします。高温

の油の周辺にタオルから消毒

液が垂れないようにしてくだ

さい。表面を空気乾燥させま

す。 
 

 

 
フライヤー内の油は高温の可

能性があります。 
 

 
機械を拭くときは、電気部品

に水が垂れないように必ず注

意してください。 

6 残りのフライヤーで上記の手

順を繰り返す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



フィルターのメンテナンス 毎日 FR 05 D2 
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目的 バットの油かすを取り除き、油をろ過して油の持ちを良くするため 

必要な時間 準備に 5 分 メンテナンスを終えるのにバットにつき 10 分 
 

実施時間  忙しくない時間帯 

警告表示 
     

  

ツールおよび提供品 

  

 

  

   

  

 グローブ 

(フィルタリ

ング)  

 フェイスシール

ド 
 エプロン 

(耐熱性生地) 
 エコラボ高温パッ

ドホルダー & 

パッド 

内蔵フィルタリング

システム用 

McFiltering キット 

エコラボ高温デ

ィテールブラシ 
KAY®多目的シンク洗剤(MP
SD)   

  

手順

1 [フィルター] ボタンを押す 
フライヤーの電源が入っており

、適切にろ過できる温度まで油

が加熱されていることを確認し

ます。スクリーンの下にある[フ

ィルター]ボタンを押してフィル

ターメニューを表示します。 
 

この作業は一度に一つのバット

に対してのみ行わなければなり

ません。  

 
 

 

2 メンテナンスフィルターを選択

する 
リストで「メンテナンスフィル

ター」を選択して押します。 

 

3 [✓] ボタンを押す 
コントローラーに「フィルター

のメンテナンスをしますか？」

と表示されます。 
[✓]ボタンを押して続行します

。 
 

いいえの場合は [X] 

ボタンを押すと、制御が通常動

作に戻ります。 

 
 

 

4 保護具を装着する 
マクドナルド社が認める安全保

護具 (耐熱性生地のエ 

プロン、フェイスシールド、ネ

オプレングローブなど) 

をすべて使用します。 
 

[✓] ボタンを押します。 
 

 
高温の油で重症の火傷を負う危

険性があります。 

5 フィルターパンを確認する 
フィルターパンとパンの蓋が適

切な場所に設置されていること

を確認します。  
 

[✓] ボタンを押します。 
 
 

バットから油を抜きます。 
 

 
フィルターパンが適切に設置さ

れていない場合、右上隅に「P」
が表示されます。 

 
 
 
 

 
 



フィルターのメンテナンス (続く) 
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6 ヒーターを持ち上げる 

(電気フライヤーのみ) 
オイルを抜いたら、蝶番で連結

されたヒータを持ち上げます。 

 
ヒーターを持ち上げるときは保護

グローブをはめます。さもなけれ

ば火傷を負う恐れがあります。 

 
ヒーターの中央についているプロ

ーブに損傷を与えないように気を

付けてください。 

7 バット内部を磨く 
側面、コーナーや鍋の内側の底

部をスクラブする高温パッドホ

ルダーとパッドを使用してくだ

さい。高温ディテールブラシを

使ってヒーター 

(電気フライヤーのみ)、 

バットの隅、その他の手の届く

場所に付着した油かすを取り除

きます。 

 
プローブに損傷を与えないよう

に注意してください。 
 
終了したら、[✓] 

ボタンを押します。 

 
 

8 周りに清掃し、オイルセンサー

をスクラブ。 
高温パッドとフライヤークレンザ

ーを使ってオイルセンサーに付い

ているカラメル状の油を取り除き

ます(ガスフライヤーのみ)。ペー

パータオルで油かすを拭き取りま

す。 
 
AIFとATOセンサー（すべてフライ

ヤー）各地から堆積物を清掃して

ください。プローブの周りのアク

セスを可能にするドライバまたは

他の類似のオブジェクトを使用し

ます。プローブが損傷していない

ことを確実にするために、十分に

注意してください。終了したら、[

✓] ボタンを押します。 

 
 

 
 

 

9 洗浄する 
コントローラーに「バットの洗

浄」と表示されます。  
ヒーターを下げ (電気フラ 

イヤーのみ)、[✓] 

ボタンを押します。バットの油

を洗い流している間は、コント

ローラに「洗浄中」と表示され

ます。 

 

10 再度洗浄する 
洗浄サイクルが終わると、コン

トローラに「再洗浄しますか？

」と表示されます。バットがき

れいな場合は [X] ボタンを押 

します。バットがきれいになっ

ていない場合は [✓] ボタンを 

押し、手順 9 を繰り返します。 

11 すすぐ 
バットに油を充填後油を抜いて

バットをすすいでいる間は、コ

ントローラに「すすぎ中」と表

示されます。 

12 
 

再度すすぐ 
すすぎが終了すると、コントロー

ラーに「再度すすぎますか？」と

表示されます。バットがきれいな

場合は [X] ボタンを押します。 

バットがきれいになっていない場

合は [✓] ボタンを押し、手順 

11 を繰り返します。 

13 磨く 
コントローラーに「磨きますか

？」と表示されます。「YES 
(はい)」の場合 [] ボタンを 

押します。ろ過システムで油を 

5 分間循環させている間は、 

コントローラーに「研磨中」と

表示され、カウントダウンタイ

マーの表示に変わります。 

 

 



フィルターのメンテナンス (続く) 
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14 バットを充填する 
研磨サイクルが終了すると、コ

ントローラーに「バットを充填

しますか？」と表示されます。 

[✓] ボタンを押して、バッ 

トに油を充填します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

15 バットが満杯ですか？ 
バットに油が充填されると、コ

ントローラーに「バットが満杯

ですか？」と表示されます。バ

ットが満杯ではない場合、[X] 

ボタンを押してポンプを再作動

させます。バットが満杯になっ

たら [✓] ボタンを押します。 

 
 

 
 

16 電源を入れる 
電源ボタンを押してコントローラ

ーの電源を入れ、フライヤーを通

常動作に戻します。 
 

 
フィルターパッドを交換していな

い場合、コントローラーに「フィ

ルターパッドを交換しますか？」

と表示されます。[✓] 

ボタンを押すとメッセージはキャ

ンセルされますが、フィルターパ

ッドが交換されるまで 4 
分置きに再表示されます。 

 

 

17 フィルターパンを引き出す 
フィルタは少しキャビネットか

らパン、それはフィルターパン

（下記参照）を除去する前に滴

下を停止するまで待って引き出

します。  
フィルターパンは熱い可能性が

あります。保護グローブをはめ

てください。さもなければ火傷

を負う恐れがあります。 
 

 
 

 

 

18 油かすバスケットを外す 
油かすバスケットをフィルターパン

から持ち上げます。油かすバスケッ

トの油と油かすを拭き取ります。石

鹸と水で油カスバスケットを洗い、

お湯でしっかりすすぎます。 
 

19 フィルターパンのホールドダウ

ンリングを外す 
フィルターパンに付いているホー

ルドダウンリングを外し、コンパ

ートメントシンクで多目的シンク

洗剤(MPSD) 
の熱い溶液で洗浄します。お湯で

しっかりすすぎます。 

20 パンからフィルターパンを外す 
パンからろ紙を引き出し、用紙

を廃棄します。 

21 底に敷いてあるインナースクリ

ーンを外す 
パンの底に敷かれているインナ

ースクリーンを外し、コンパー

トメントシンクで多目的シンク

洗剤(MPSD) 
の熱い溶液で洗浄します。お湯

でしっかりすすぎます。 

22 フィルタードレインパンを掃除

する 
フィルターパンに付いている油

と油かすを拭き取ります。   
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23 組み立てる  
逆の順序で再度み立てます。底

に敷くインナースクリーンをフ

ィルターパンにまず取り付けて

から、フィルターパッドを粗い

面を上にして取り付け、ホール

ドダウンリングをはめて、油か

すバスケットを取り付けます。 

 
水はフィルターパッドを溶かす

ため、フィルターパン、ボトム

スクリーン、油かすバスケット

、ホールドダウンリングが完全

に乾いてからフィルターパッド

をパンに取り付けてください。 

 



フライヤーの裏側の掃除 週 1 回 FR 5 W1 
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目的 高品質のフライ製品を提供し、フライヤー近くで火災が起きる可能性を減らすため 

必要な時間 準備に 5 分 掃除を終えるのに 45 分 

実施時間 閉店後 24 時間営業のレストラン: 夜間、または忙しく 

ない時間帯 
警告表示 

       

 

ツールおよび提供品 

 

 

 

 

 

    
 ブラシ (ハイロ 

ーデッキ) 
 ブラシ (油槽用、 

ナイロン製) 
 KAY®多目的シンク洗

剤(MPSD) 
の入ったバケツ 
 

バケツと清潔で消毒済みのタ 

オル 
バケツ (汚れたタ 

オル用) 
床が濡れていることを警告す 

る標識 
モップ 

 

 

 

 

 

 

  

 モップバケツ  モップ絞り機  ペーパータオル パテナイフ ネオプレン 

グローブ 
  

手順

1 フライヤーの電源を切る 
すべてのフライヤーの電源ス

イッチをオフにします。  
  

 

2 空のグリース容器とカップを

外す 
排気フードに付いているグリ

ース容器を外します。排気フ

ードに付いているグリースカ

ップを外します。グリース容

器とカップはフードフィルタ

ーの下に付いています。グリ

ース容器とカップの中の油を

オイル廃棄カートに流し入れ

ます。  

 
グリース容器とカップの中の油

は熱い可能性があります。グロ

ーブを使用してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

3 ガスを止め切断する 
ガスフライヤーではない場合

はこの手順を省きます。  
 
ガスフライヤーの場合、手で

ガスバルブを閉めてガスの供

給を止めます。クイックディ

スコネクトの前に手で閉じる

ガスバルブは、供給ラインに

付いています。次に、クイッ

クディスコネクトでフライヤ

ーのガスラインを切断します

。 
 

 
必ず手でガスバルブを閉めて

ガスを止めてください。クイ
ックディスコネクトを使用し
ないでください。  
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

手で閉める



フライヤーの裏側の掃除 (続く) 

 ©マクドナルド社 · 計画的なメンテナンスマニュアル · 2015/11 2/4 ページ 

フ
ラ
イ
マ
ス
タ
ー
 
フ
ラ
イ
ヤ
ー
 
モ
デ
ル
 BIELA14 -T & BIG

LA30 -T – LO
V
 
  

週
 1 

回
 

FR
 5 W

1

4 フライヤーで掃除の準備をする 
フライヤーのキャスターのロ
ックを解除します。 
 
フライヤーの脚にキャッピング
部品が付いている場合は、キャ
ッピング部品の前面を持ち上げ
てバックスプラッシュをフィル
ターシェルフから外します。キ
ャッピング部品がフィルターシ
ェルフから外れるまで、フライ
ヤーを注意して動かして防火壁
から離します。  
 
キャッピング部品が付いている場
合は固定します。すべてのバット
に蓋をします。  
 
フライヤーの裏側を掃除するのに
十分なスペースが空くまでフライ
ヤーを動かし、防火壁から遠く離
します。  
 

 
フライヤーの油は高温の可能
性があります。フライヤーを
ゆっくり動かして、油が跳ね
ないようにしてください。グ
ローブを使用してください。 

 
 

5 フライヤーの電気を切断する 
電気プラグの本体を引っ張り
、フライヤーの電気コードを
コンセントから外します。コ
ンセントからプラグを外す時
にプラグをひねらなければな
らない場合があります。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

6 フライヤーのフィルターを掃除
する 

排気フードからフライヤーの
フィルターを外します。フィ
ルターを 3 槽シンクに 
運び、KAY® 
多目的シンク洗剤(MPSD)に
浸します。 

 
 

KAY® 
多目的シンク洗剤(MPSD) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

7 フライヤーの裏側をこする 
パテナイフでフライヤーの裏側

に付いている柔らかいグリース

と固い炭素をこすり落とします

。次の順序で以下のエリアを掃

除します：手の届くスタック部

分、排気フードの裏側、排気フ

ードの側面、フライヤーフィル

ターの奥まった部分。 
 
電気フライヤーでは、次にパテ

ナイフでフライヤーのすべての

シートメタル、スタンドオフ部

品、フライヤースタンドに付い

た柔らかいグリースと固い炭素

をこすり落とします。上記のエ

リアの掃除を終えたら、手順 8 
に進みます。  
 
ガスフライヤーでは、次にパテ

ナイフで次の順序で以下のエリ

アに付いた柔らかいグリースと

固い炭素をこすり落とします：

排気筒のレストリクター、フラ

イヤーのすべてのシートメタル

、スタンドオフ部品、フライヤ

ースタンド。  
 
ガスフライヤーでは、掃除してい

るときに柔らかいグリースと固い

炭素が排気筒に入らないように注

意してください。 
 

 
スタックの下部エリアにある防

火可溶リンクを壊さないでくだ

さい。このリンクが壊れると、

消化システムが作動します。 
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8 フライヤーの裏側を掃除する  
ナイロン製ポットブラシ、ハ

イローデッキブラシ、KAY®多

目的シンク洗剤(MPSD) 
の熱い溶液が入った 

バケツを使用して、手順 7 

で掃除したすべてのエリアを

磨きます。手順 7 で掃除した 

同じ順序で全てのエリアを掃

除します。次にハイローデッ

キでフライヤー周囲の床を磨

きます。  
 
ペーパータオルで全てのエリ

アがきれいになり、乾くまで

拭きます。 
 

 
磨いた床は濡れている可能性

があります。 
 

 
 
 
 
 
 

9 マネージャーに点検を依頼する 
マネージャーに作業の点検と

掃除の承認を依頼します。マ

ネージャーの指示通りに掃除

の足りない場所を再度掃除し

ます。 

 
 

10 フライヤーの脚とキャスター

を洗う 
ナイロン製ポットブラシと 

KAY® 多目的シンク洗剤(MPSD) 
の熱い溶液 

を使用してフライヤーの脚とキ

ャスターを洗います。ペーパー

タオルで拭いて乾かします。 
 

 
 
 
 
 

11 フライヤー周囲の床をモップ

掛けする 
モップとKAY®多目的シンク洗

剤(MPSD) 
の熱い溶液を使用して、フラ

イヤー周囲の床をモップ掛け

します。  
 

 
モップを掛けした床は濡れて

いる可能性があります。 
 

  
 
 
 
 
 

12 表面を乾かす 
すべてのフライヤー、壁、床

面を空気乾燥させます。 

 
 

13 フライヤーに電気を繋げる 
プラグを繋げる位置までフラ

イヤーをゆっくり動かし電気

コンセントの近くに運びます

。フライヤーのプラグをコン

セントに挿し込みます。  
 

 
 

 
フライヤーの油は高温の可能

性があります。フライヤーは

ゆっくり動かして、油が跳ね

ないようにしてください。 

 

14 フライヤーを使えるように準

備する 
フィルターシェルフの近くまで

フライヤーを注意して前方に動

かします。すべてのバットの蓋

を外します。バックスプラッシ

ュがフィルターシェルフから外

れるまでキャッピング部品の前

面を持ち上げます。次にフライ

ヤーを通常の位置まで注意して

動かします。  
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15 フライヤーにガスをつなげる 
電気フライヤーの場合、この

手順は省きます。  
 
クイックディスコネクトの両

端にグリースがついていない

ことを確認します。必要に応

じてディスコネクトを拭いて

きれいにします。ガスライン

の接続部分を繋ぎます。  
 

 
ガスクイックディスコネクト

をしっかり接続し、インター

ロックしてからガスの供給を

行ってください。  
 

 

16 フライヤーのフィルターとグ

リース容器を取り付ける 
キャスターを適切な位置でロ

ックします。フライヤーのフ

ィルターと排気フードのグリ

ース容器を取り付けます。 
 

 
 

17 ガスバルブを開く 
電気フライヤーの場合、この

手順は省きます。 
 
手でガスバルブを回して開き

ます。コンピューターの電源

を入れてバーナーが点火する

ことを確認します。バーナー

が点火することを確認したら

、コンピューターの電源を切

ります。  
 

 

18 他のフライヤーの裏側を掃除

する 
残りのすべてのフライヤーで

手順 1 ～ 17 

を繰り返します。 
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目的 フードの安全基準を維持するため 

必要な時間 準備に 1 分 フライヤーが調理温度に達した後、検査が終了す

るまでに 5 分かかります。調理温度に達するま 

で約 45 分かかります。 
実施時間 開店時 

 
24 時間営業のレストランの場合、込み合っていな

い時間帯 
警告表示 

 

ツールおよび提供品 

 

 

           

 フライバットプローブ付き高温計 ネオプレングローブ          

手順

1 高温計のキャリブレーション 
ホットドリンク用のカップに氷

を入れ、ドリンクタワーから水

を氷の上まで注ぎます。氷が 

50 パーセント、水が 50 パー 

セントの割合になるようにしま

す。 
 
水にプローブを挿す氷水にプロ

ーブを挿し、測定温度が安定す

るまでかき混ぜます。 
 
温度を計測する温度は 0°C 
でなければなりません 

。プラス/マイナス1°C  
までは許容範囲です。この温度

範囲外の場合、高温計を調節、

修理、または交換する必要があ

ります。高温計を調節する場合

、高温計のメーカーが規定する

確認と調節手順に従います。 

 

  
 
 

2 フライヤーの電源を入れ油を加

熱する 
[オン/オフ] ボタンを押し 

て、フライヤーの電源を入れま

す。調理する商品に合わせてフ

ライヤーをセットします。フラ

イヤーの油が調理温度まで加熱

されたら電源を切ります。 
  

 

 
 

3 オイルレベルを確認する 
油が調理温度に達したらオイル

レベルを確認します。油が「オ

イルレベル」ラインより上まで

入っている場合は、パンまたは

廃棄ユニットで油を取り、油量

がオイルラインの位置になるま

で減らします。油が「オイルレ

ベル」ラインより低い位置まで

しか入っていない場合は、オイ

ルラインの位置まで油を加えま

す。  
 

 
フライヤーの油は高温です。グ

ローブを使用してください。 
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4 バットの電源を切り再投入する 
バットの電源を切ってからすぐ

に入れ直す動作を 3 回行いま 

す。フライヤーが加熱されると

、ヒートインジケーターが作動

し始めます。 
  

 
 
 

5 油の温度を計測する 
高温計のフライバットプローブ

の先から2.5 cm  を高温の油に 

入れます。プローブの先は油の

表面下約7.6 cm のところにな 

ければなりません。温度の計測

値が安定するのを待ちます。  

 
 
 

6 フライヤーの温度を表示する 
高温計で計測したバットの温度

ボタンを押します。バットの温

度がディスプレイに表示されま

す。 
 

7 計測温度を比較する 
高温計で計測した温度をディス

プレイに表示された対応温度と

比較します。  
 
2 つの温度差が (プラスま 

たはマイナス) 3°C  
以内の場合、温度設定を調節す

る必要はありません。 
 
2 つの温度差が (プラスま 

たはマイナス) 3°C 以上 

の場合、サービス技術者を呼び

、問題を報告してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 スプリットバットの反対側で同

じ手順を実施する 
テストしたバットがフルバット

の場合、この手順を省いて手順 

9 に進みます。 
 
テストしたバットがスプリット

バットの片側の場合、スプリッ

トバットの残りの側で手順 5 
～ 7 を繰り返 

します。 

  
 

9 キャリブレーションチェックを

終了する 
バット (スプリットバッ 

トの両側) で手順 5 ～ 7 
が終了したら、[オン/オフ] 

ボタンを押してバットの 

キャリブレーション確認を終了

します。 

  

10 残りのフライヤーでキャリブレ

ーションを実施する 
残りのすべてのフライヤーで手

順 1 ～ 9 を繰り返し 

ます。   

 



フライヤーのリカバリー時間のキャ

リブレーション 
毎月 FR 5 M1 
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目的 フライ商品の食品安全基準を維持するため 

必要な時間 準備に 1 分 きゃいぶレーションを終えるのに 5 分   

実施時間 開店時 
  

24 時間営業のレストラン: 午前中 
  

警告表示 
       

ツールおよび提供品 

             

 紙と鉛筆             

手順

1 フライヤーの電源を入れる 
[オン/オフ] ボタンを押 

してフライヤーの電源を入

れます。ディスプレイに「

予熱」または「開始」と表

示されます。    
  

 
 

2 最新のリカバリー時間を確

認する 
バットの温度が121°C  
から149°C に上がる度に 

、フライヤーは自動的にフ

ライヤーのリカバリー時間

を記録しま す。  
 
[?] ボタンを押します。  
[リカバリー]ボタンを押し

ます。ディスプレイに、両

方のディスプレイでの最新

のリカバリー時間が表示さ

れます。リカバリー時間を

書き留めます。 
注：フライヤー、固体ショート

ニングを使用している場合は、

短縮はフライヤー出口は温度と

前に回復時間を増やすことから

固体ショートニングの大きな塊

を除去するために250F 
(121C)に達するフライヤーには

溶融した後に攪拌する必要があ

ります。 

 

 

 
 
 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 最新のリカバリー時間を許

容範囲のリカバリー時間と

比較する 
電気フライヤーの場合、許

容範囲のリカバリー時間は 

1:40 (1分40秒)です。ガ 

スフライヤーの場合、許容

範囲のリカバリー時間は 

2:25 (2分25秒) です。 
 
書き留めたリカバリー時間

がフライヤーのリカバリー

時間の許容範囲内の場合、

フライヤーの性能は条件を

満たしています。手順 5 
に進みます。  
 
メモしたリカバリー時間が

フライヤーのリカバリー時

間の許容範囲を超えている

場合、フライヤーのパフォ

ーマンスは条件を満たして

いません。次の手順に進み

ます。 
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4 フライヤーを調節する 

(必要な場合) 
フライヤーのリカバリー時

間が許容範囲外の場合、フ

ライヤーで以下の項目をチ

ェックします。問題がある

場合、記載されている通り

にその問題を解決します。 
 
電気フライヤーの場合のみ

、大きな電源プラグが適切

に差し込まれているか確認

します。必要に応じて調節

してください。 
 
ガスフライヤーの場合のみ、

シールアングル、グラビティ

ブレード、スタンドオフを確

認します。必要に応じて、取

り付けを調節します。 
 
ガスフライヤーの場合のみ

、空気の流れと燃焼室のエ

アブロワーを確認します。

必要に応じて調節してくだ

さい。 
 
ガスフライヤーの場合のみ

、放射バーナーの状態を確

認します。   
  
オペレーターマニュアルの

トラブルシューティングガ

イドを参照してください。 

 

5 残りのフライヤーでキャリ

ブレーションを実施する 
残りのすべてのフライヤー

で手順 1 ～ 4 を繰り返し 

ます。 
 

リカバリー時間を再度確認

する 
  
リカバリー時間が適切な時

間に達していない場合、フ

ライマスターのサービスホ

ットライン 1-800-551-8633 
に電話をかけ、サポートを

受けてください。 

 
 

6 
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目的 オイルセンサーのカラメル状に固まった油を取り除き、加熱エラーを防ぎます。 

必要な時間 準備に 5 分 掃除に 15 分 (油槽につき 5 分) 

実施時間 忙しくない時間帯 
  

 
  

警告表示 
          

ツールおよび提供品 

  

 

    

  

    

  エコラブ高温パッドホルダー

& パッド 
    ペーパータオル  ネオプレンフィルタリング

    グローブ 
   フェイスシールド エプロン(耐熱性生地)     

手順

1 オイルセンサーの掃除の準

備をし、フライヤーの電源

を切る 
ネオプレングローブ、耐熱

性生地のエプロン、フェイ

スシールドを装着します。

この作業の間は、これらの

防護具を身に着けていなけ

ればなりません。   
 

この作業は一度に一つのバ

ットに対してのみ行わなけ

ればなりません。  
 

[オン/オフ]ボタンを押して

フライヤーの電源を切りま

す。 

 
 
  
 

 
 

2 [フィルター]ボタンを押す 
スクリーンの下にある[フィ

ルター]ボタンを押してフィ

ルターメニューを開きます

。   

3 ドレインオイルを選択する 
リストで「ドレインオイル

」を選択し押します。 

 

4 [YES (はい) (✓)] 

ボタンを押す 
コントローラーに「パンに

油を排出しますか？」と表

示されます。 
 
[YES (はい) (✓)]ボ 

タンを押します。 

5 排出 
バットからオイルを排出し

ます。 

6 [YES (はい) (✓)] 

ボタンを押す 
バットが空になると、コン

トローラーに「バットが空

ですか？」と表示されます

。 
 
[YES (はい) (✓)]ボ 

タンを押します。 
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7 オイルセンサーを磨く 
高温パッドとを使って、オ

イルセンサーに付着したカ

ラメル状の油を取り除きま

す。ペーパータオルで余分

な油かすをきれいに拭き取

ります。 

 

 

 

 

8 [YES (はい) (✓)] 

ボタンを押す 
コントローラーに「ドレイン

パンからバットを充填します

か？」と表示されます。 
 
[YES (はい) (✓)] 

ボタンを押します。 

9 充填 
油をバットに戻します。 

 

10 [YES (はい) (✓)] 

ボタンを押す 
コントローラーに「バット

が満杯ですか？」と表示さ

れます。 
 
[YES (はい) (✓)] 

ボタンを押します。 

11 [YES (はい)] 

ボタンを押す 
一杯の場合、[YES (はい)] 

を押します。バットがまだ

一杯ではない場合、[NO 

(いいえ)] を押して手順 9 
に戻ります。 

 

12 残りのフライヤーで同じ手

順を繰り返す 
 

 



ディープクリーンモード 

フロント廃棄システム 
年に 4 回 FR 5 Q3 
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目的 ヒーター (電気フライヤーの場合) と油槽に付着したカラメル状の油を取り除くため 

必要な時間 準備に 5 分 準備に 15 分。油槽を1つ掃除するのに 60 分。 

実施時間 この作業は、一度に一つの油槽で、ま

たは複数のバットで行うことができま

す。作業していない残りの油槽でお客

様の注文に対応することができます。 

24 時間営業のレストランの場合:この作業は、一 

度に一つの油槽で、または複数のバットで行うこと

ができます。作業していない残りの油槽でお客様の

注文に対応することができます。 
警告表示 

       

   

ツールおよび提供品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 耐熱性生地のエプ

ロン 
 エコラボ高温ディテール

ブラシ 
 プラスチックバケツ バケツと清潔で消毒済みの

タオル 
バケツ(汚れたタオ

ル用) 
 フェイスシー

ルド 
 フライヤースキマー 

 

 

 

 

 

  

    

 ネオプレングロー

ブ 
 ゴファスティック  エコラボ高温パッド

ホルダー & パッド 
KAY® QSR 
製ヘビーデューティ 

ディグリーザー 

ペーパタオル     

 
手順  ディープクリーニングは、Kay Chemical 社が開発した以下の手順に従って実施してください。Kay 
Chemical 社のインストラクションはこの PM にも必要とされています。

1 ディープクリーンの準備をし、

フライヤーの電源を切る 
ネオプレングローブ、耐熱性生

地のエプロン、フェイスシール

ドを装着します。この作業の間

は、これらの防護具を身に着け

ていなければなりません。   
 
この作業は一度に一つのバット

に対してのみ行わなければなり

ません。  
 
フライヤーのフィルターが適切

な場所に設置されていることを

確認します。排気ファンを少な

くとも1つ回します。作業中は

、ファンを回さなければなりま

せん。  
 
バスケットサポートラックがバ

ットの適切な場所に付いている

ことを確認します。 
 

[オン/オフ]ボタンを押してフ

ライヤーの電源を切ります。デ

ィスプレイに「OFF(オフ)」と

表示されます。  

  

  
作業中は排気フ

ァンを回し、フ

ライヤーのフィ

ルターを適切な

場所に設置する

ことで、消火シ

ステムが誤って

作動するのを避

けます。 

 

 
 

2 フライヤーは「OFF 
(オフ)」になっている 

3 [フィルター] ボタンを押す 
スクリーンの下にある[フィル

ター]ボタンを押してフィルタ

ーメニューを開きます。  
 

この作業は一度に一つのバット

に対してのみ行わなければなり

ません。 

 

4 (スプリットバットのみ) 

バットを選択する 
掃除するバットを選んで押します

。 
 

 

5 下矢印を押す 
下矢印を押して、次の画面にス

クロールします。  
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6 ディープクリーンを選択

する 
リストで「ディープクリー

ン」を選択し押します。 
 

7 ディープクリーンを確認

する - [✓]ボタン 

を押す 
コントローラーに「ディ

ープクリーンしますか？

」と表示されます。 
 

[YES (はい) (✓] 

ボタンを押して続行しま

す。   
「NO (いいえ)」の場合 

[X] ボタンを押すと、 

表示がフィルターメニュ

ーに戻ります。 

 

8 油が取り除かれているか

を確認する 
コントローラーに「バッ

トの油を取り除きますか

？」と表示されます。  
バットに油が充填されて

いる場合:バットに油が充

填されている場合は、[ X 

(いいえ)] ボタンを 

押します。  
バットが空の場合:バット

が空の場合は [YES 
(はい) (✓] ボタンを 

押します。手順 18 に進 

みます。 

 

9 油を流す 
油を流し始めます。調理

された食品や残りかすを

ドレインバルブの方に押

し流し、排出します。コ

ントローラーの表示が「

排出中」から「バットが

空ですか？」に変わりま

す。  

 
油は高温の可能性があり

ます。油が飛ばないよう

にしてください。 

 

 
 

 
 

 

 
 

10 油槽の状態を確認する 
バットが空の場合は [YES 
(はい) (✓] 

ボタンを押します。  
 

11 油槽がきれいであることを

確認する 
スクラブブラシでバットを

掃除し、[YES (はい) (✓] 

ボタンを押します。 

 

12 廃棄アタッチメントとコン

テイナーが適切な場所に取

り付けられていることを確

認する 
廃棄アタッチメントを取り付

け、メタル廃棄缶が排出ノズ

ルの下に設置されていること

を確認します。[(✓(チェッ

ク)] 

ボタンを押して続行します。 

 
 

13 廃棄バルブを開く 
コントローラーに「廃棄

弁を開く」と表示されま

す。バルブのロックを開

放し、廃棄バルブのハン

ドルを完全に前に引き、

廃棄を開始します。 

 
 

14 廃棄中 
ポンプが作動している間

、コントローラに「油の

廃棄 満杯になりました 

ら廃棄弁を閉じてくださ

い」と表示されます。フ

ライヤーの奥の方に向か

ってバルブハンドルが止

まるまで押して排気バル

ブを締めます。ハンドル

をロックします。 
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15 フィルターパンを外す 
コントローラーに「パン

を取り除く」と表示され

ます。 
フィルターパンを外し、

パンが空であることを確

認します。 
パンが空の場合、油かす

バスケット、ホールドダ

ウンリング、フィルター

パッド、スクリーンを外

します。 

 
 

 

16 パンは空ですか？ 
コントローラーに「パンは

空ですか？」と表示されま

す。 
フィルターパンを外し、パ

ンが空であることを確認し

ます。  

パンが空の場合:[YES 
(はい) (✓] 

ボタンを押します。 
 

パンに油が充填されている

場合:[X (NO (いいえ))] 

ボタンを押します。さらに 

4 分ポンプが作動し 

ます。 

 

17 フィルターパンを交換する 
コントローラーに「パンを

挿入する」と表示されます

。外した内部部品をすべて

取り付けたフィルターパン

をフライヤーキャビネット

に取り付けます。 

  
 

 

 
 

 
 

18 ディグリーザーを付けて

、バットにお湯をかける 
KAY® 製ヘビーデュー 

ティディグリーザーを丁寧

にバットに注ぎます。フル

バットを掃除する場合、2/3 
ガロン (2.52 リットル)の 

ディグリーザーを使います

。スプリットバットの片側

を掃除する場合、1/3 
ガロン (1.26 リットル) 

のディグリーザーを使いま

す。バットにお湯を注いで

仕上げます。溶液は内側の

線の 1 インチ上まで 

入れなければなりません。 
 
詳細なフライヤーのディ

ープクリーン手順につい

ては、Kay Chemical 
社のインストラクション

を参照してください。 

 
KAY® QSR 
製ヘビーデューティ 

ディグリーザー 

 
 

 
 
 

 

19 クリーニング溶液の追加

後 
コントローラーに「溶液

は添加されていますか？

」と表示されます。 
[YES (はい) (✓] 

ボタンを押します。 
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20 ディープクリーンを開始する 
コントローラーに「ディープ

クリーン」と表示され、1時間

をカウントダウンするタイマ

ー表示になります。溶液の温

度は 91°C (195°F) になりま 

す。溶液は、弱い火力で加熱

しなければなりません。タイ

マーが動いている間に手順 19 
～ 21 を終わらせます。 
 

 
溶液を沸騰させたり、溶液が

吹きこぼれないようにしなけ

ればなりません。ユニットか

ら溶液が吹きこぼれ始めた場

合、3 
秒電源ボタンを押し続けてデ

ィープクリーンをキャンセル

します。 
 

ディープクリーンの間は、決

してフライヤーの傍を離れな

いでください。 

 

 

F
R
 
5
 
Q
3

21 フライバスケットを掃除する 
フライバスケットをクリーニ

ング溶液に浸します。フライ

バスケットを掃除し、3 
槽シンクに移動させるときは

、他のクルーにバスケットを

外させます。フライバスケッ

トをしっかりすすいで乾かし

ます。 
 

 
加熱した溶液にアルミ製部品

を入れないでください。 
固体金属バスケットハンガーは

アルミニウム製です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 バスケットサポートラックを

掃除する 
ゴファスティックを使ってバッ

トからバスケットサポートラッ

クを外します。別のクルーにラ

ックを3槽シンクに運び、お湯

でしっかりすすいでもらいます

。完全に乾かします。 

 
バスケットサポートラックは

高温です。 

23 バットの内側を磨く 
側面、コーナーや鍋の内側の

底部をスクラブする高温パッ

ドホルダーとパッドを使用し

てください。 

24 掃除の完了 
1 時間経つと、コントロー 

ラーに「クリーニング完了」

と表示され、アラームが鳴り

ます。[✓ (YES (はい))] 

ボタンを押し 

てアラームを止めます。 

 

 
 

25 バットから溶液を流す 
コントローラーに「溶液は除

去されていますか？」と表示

されます。Kay Chemical 
社のディープ 

クリーニング手順に従って溶

液を流します。 
溶液を流したら、[✓ (YES 

(はい))] ボタン 

を押します。 

 
溶液は高温です。跳ねないよ

うにしてください。 
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26 バットの内側を磨く 
コントローラーに「バットの

研磨は完了ですか？」と表示

されます。 

バットの側面、正面、背面の

壁を高温パッドホルダー、パ

ッド、磨きます。残りかすを

取り除きます。高温ディテー

ルブラシでコイルの間と下、

バットの隅、その他手の届く

ところを磨きます。 
 

バットを磨き終わったら、[✓ 

(YES (はい))] ボタンを押し 

ます。 

 

 

27 排出 
少量の溶液をバットから流す

ときにはコントローラーに「

排出中」と表示されます。  

 
溶液は高温です。跳ねないよ

うにしてください。 

28 水でバットをすすぐ 
ぬるま湯 38° C でバットをし 

っかりすすぎます。 
設置されたフィルターパンに

すすいだ水が入るようにして

ください。きれいなぬるま湯

ですすぎを繰り返します。   

29 すすぎが完了する 
コントローラに「すすぎは完了

ですか？」と表示されます。 
 

すすぎが完了した場合、[✓ 

(YES (はい))] ボタン 

を押します。 

30 フィルターパンを外す 
コントローラーに「パンを取

り除く」と表示されます。 
 

フィルターパンを外します。 

 

 
 

 

31 バットを乾かし、パンを掃除

して乾かす 
きれいで清潔なタオルでバッ

トをしっかり拭きます。ペー

パータオルでバットの内側を

しっかり拭きます。フィルタ

ーパンを掃除し乾かします。  

32 バットとパンの乾燥 
コントローラーに「バットと

パンは乾燥していますか？」

と表示されます。  
バットとパンが乾き、使用で

きる状態になったら、[✓ 

(YES (はい))] 

ボタンを押します。  

 

33 フィルターパンを取り付ける 
コントローラーに「パンを挿

入する」と表示されます。コ

ンポーネントを再度組み立て

、きれいなフィルターパンを

取り付けます。外した内部部

品をすべて取り付けたフィル

ターパンをフライヤーキャビ

ネットに取り付けます。 

 

 

 

 

34 バットに油を充填する 
コントローラーに「手動フル

バット」と表示されます。 
適切な量の油をバットに充填

します。 
 

オイルレベルラインの下まで

バットに油が充填されたら、

[✓ (YES (はい))] 

ボタンを押します。 

 

 

 

35 オフに戻る 
コントローラーがオフになり

ます。 
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目的 ハイリミットが適切に作動してない場合、機器が深刻な損傷を受けたり、危険な状態になる

恐れがあります。ハイリミットが故障したままフライヤーを絶対に操作しないでください。

フライヤーを使用しない時間が 1 時間あり、油を変える予定がるときにこのテストを実施 

します。このテストを終えた後に油を廃棄します。  
必要な時間 フライヤーのウォームアップに 45 

分 
油槽につき 25 分 
油を廃棄するまえに油を冷ます時間として 1 時間 
 

実施時間 閉店後調理油を変える予定があると

きにこのテストを行います。  
24 時間営業のレストラン: 油を変える予定がある

ときの忙しくない時間帯 
警告表示 

       

ツールおよび提供品 

 

 

            

 ネオプレングロー

ブ 
            

手順 

1 テストの準備をする 
フライヤーの油を変える予定

があることを確認します。油

はこの作業の終わりに廃棄し

なければなりません。  
 
フライヤーのオイルレベルを

確認します。油は「オイルレ

ベル」ラインの上まで入って

いなければなりません。  
 
フライヤーがオンになってい

ることを確認します。温度ボ

タンを押して油の温度を確認

します。油温は 82°C

（182°F）から93°C

（200°F）の間でなければなり

ません。  
 
フードグリースフィルターが

適切な場所に取り付けられ、

排気ファンが回っていること

を確認します。この作業の間

は、ファンを回していなけれ

ばなりません。この作業の

間、フライヤーの油は高温に

加熱されます。非常に熱くな

ると、油から少量の煙が出る

場合があります。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2 コントローラーをオフにす

る[オフ] ボタンを押 

します。 
 

 
  

 

 

 

 

3 [ホーム] ボタンを押す 
[ホーム] ボタンを 

押します。 

 

4 [サービス] ボタンを押す 
[サービス] ボタンを 

押します。 
 

 

5 [クルー] ボタンを押す 
コントローラーに「レベル 

1 プログラム」と表示さ 

れます。   
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6 (スプリットバットのみ) バ

ットを選択する 
テストするバットを選択し

て押します。  

7 ボタンを押し続ける 
コントローラーに「（短い

間）押し続ける」と表示さ

れます。[プレス & ホール 

ド] ボタンを押し続けて、 

ハイリミットテストを開始

します。テスト中、コント

ローラーにバットの温度が

表示されます。 

 
 

 

8 バットを加熱する 

バットの温度が

210°C±12°C に達すると、

コント 

ローラーに「HOT HI 1
（高温HI 1）」と表示され 

ます。EU で使用されて 

いるコントローラー 

(CE マークが付い 

ているもの) で 

は、温度は202°C です。  

 

9 ボタンを押し続ける 
コントローラーに「（短い

間）押し続ける」と表示さ

れます。[プレス & ホール

ド] ボタンを押し 

続けます。 

 

10 ハイリミットが開く 
217°C ～ 231°C  でハイリ 

ミットが開くと、コントロ

ーラーに「ヘルプ」が表示

され、「HI-2」に代わりま

す。 

 

 

 

 

 

 
 

11 ハイリミットエラー 
ハイリミットが開かなかっ

た場合、コントローラーに

「ハイリミットエラー 電源

を切断してください」と表

示されます。エラーが生じ

た場合は、すぐに電源を切

り、サービスを呼んでくだ

さい。 

 
 

12 油が冷めたらオフにする 
バットの温度が 204°C 以下

に下がった 

ら、電源ボタンを押して終

了し、オフに戻します。 
 

 

 

13 油を廃棄する 
ハイリミットテストの後、

油を廃棄します。 
バルクオイルシステムを使

用する場合、適切な手順に

従って油を廃棄します。 

 

14 残りのすべてのフライヤー

でハイリミット制御を確認

する 
残りのすべてのフライヤー

で手順 3～13 を繰り返 

します。 

 

 



フィルターの O リングの交換 年に 4 回 FR 5 Q5 
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目的 フライヤーのフィルターポンプが正常に作動する状態を維持するため 

必要な時間 準備に 2 分 交換を終えるまで 5 分 

実施時間 開店時。フライヤーが冷めていなけ

ればなりません。 
24 時間営業のレストランの場合:フライヤー 

の電源を切ることができる忙しくない時間帯 

警告表示 
             

ツールおよび提供品 

 

 

 

 

 

 

        

 フィルターポンプの 

O リング 
 マイナスドライバー  傷のないパッド         

手順

1 フライヤーで作業のための準

備をする 
フライヤーが冷めていること

を確認します。この作業は、

フライヤーが冷め、フィルタ

ーパンが空の場合ににみ実施

します。 

 
 

2 フィルターパンを外す 
キャビネットからフィルター

パンを引き出します。  
    

 

3 O リングを交換する 
パンのノズルから O リングを 

外します。外した O リング 

を新しい O リングと交換 

します。O リングはお近く 

の指定サービサーで購入でき

ます。  
 

 
メーカーの交換用 O リン 

グのみ使用します。交換用 O 

リングは、熱い調理油 

で使用できるよう特別に製造

されています。市販の O 

リングはこうした目的で使用

できません。  

 
 

 

4 ピックアップチューブを掃除する 
傷のないパッドで雄と雌のピック

アップチューブを掃除します。 

 
 

 

5 フィルターパンを取り付ける 
フライヤーキャビネットにパ

ンを取り付けます。 
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燃焼室のエアブロワーを掃除する 年に 4 回 FR 5 Q6 
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目的 正常に動作してフライヤーを維持すること。 

必要な時間 45分には、各送風機のためのタスクを終了する  

実施時間 時間後。24 時間営業のレストランの場合:フライヤー 

の電源を切ることができる忙しくない時間帯 
 

警告表示 
          

ツールおよび提供品 

 

  

           

 技術者が提供するツール  KAY® QSR 製ヘビーデ

ューティディグリーザー

 ペーパータオル 
 

          

手順

1 燃焼室のエアブロワーを掃除

する 
私は、燃焼室の送風機をきれ

いにします。取扱説明書に書

かれているクリーニングの指

示に従ってください。  
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年1回行う点検 (電気フライヤーのみ) 年 1 回 FR 5 A1-T 
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ヤ
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目的 フライマスターは、工場が認可するサービス技術者が少なくとも年に1回本機器を点検する

ことを推奨します。そうすることで、本機器が安全に正常運転できる状態となり、最高の性

能で動作します。 
必要な時間 N/A 検査が終了するまでフライヤー1台につき1 時間 

実施時間 点検は、営業に差し障りがなく、サービサーが機器を十分点検できるように、店舗がス

ケジュールを決めなければなりません。 
 

警告表示 
         

    

ツールおよび提供品 

 

 

            

 技術者が提供するツール              

              
              

手順

資格のある技術者のみが実施します 

1 キャビネットを点検する 
キャビネットの内側と外側、正面と奥に固まった

油が付着していないか点検します。 

 

2 ヒーターを点検する 
ヒーターに炭素/カラメル状に固まった油が付着

しておらず、良い状態にあることを確認します。

長時間ドライファイヤリングを行った形跡がない

かヒーターを点検します。 

3 傾斜機構を点検する 
ヒーターを昇降させるときに傾斜機構が正しく作

動しているか、またヒーターのワイヤの結束バン

ドが外れていないかおよび/またはワイヤが摩耗

していないかを確認します。  

 

4 フライヤーのリカバリー時間を確認する 
FR5 M1 に記載されている手順に従い、すべ 

てのバットで最新のフライヤーのリカバリー時間

を確認します。最新のリカバリー時間は、1:40 
(1分40秒) 以内でなければなりません。 
 
フライヤーのリカバリー時間が 1:40 (1分40秒) 

以内の場合、そのバットでのこの手順は終了です。

ステップ 6 に進みます。 

5 フライヤーを調節する (必要な場合) 
フライヤーのリカバリー時間が許容時間範囲外の場

合、そのフライヤーで以下の項目を確認します。

何か問題がある場合、記載されている通りにその

問題を解決します。 
 
電気フライヤーの場合のみ、大きな電源プラグが適

切に差し込まれているか確認します。必要に応じて

調節してください。ステップ 6 に進みます。 
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年 1 回行う点検 (電気フライヤーのみ) (続く) 

6 消費電流を確認する 
ヒーターの消費電流が、本機器の銘板に記載され

た許容範囲内であることを確認します。 
 

7 プローブを確認する 
温度プローブ、AIF プローブ、ATO プローブ、 

オイルレベルセンサー (OIB) プローブおよびハ 

イリミットプローブが適切に接続され、しっかり

締められ、適切に機能していることを確認します。

また、取り付け金具とプローブガードが付いており

、正しく取り付けられていることを確認します。 

8 電気部品を点検する 
コンポーネントボックスとコンタクタボックスの

コンポーネント (例えば、コンピューター/コン 

トローラー、リレー、インターフェイスボード、

変圧器、コンタクタなど) が良い状態にあり、 

油やその他のごみなどが付着していないことを確

認します。 

9 ワイヤ配線を点検する 
コンポーネントボックスとコンタクタボックスの

ワイヤの配線がしっかり行われており、配線状態

がよいことを確認します。 

10 安全装置を確認する 
すべての安全機能 (例えば、コンタクタシール 

ド、ドレインの安全スイッチ、リセットスイッチ

など) が付いており、適切に作動していることを 

確認します。 

11 油槽を点検する 
油槽の状態がよく、漏れがなく、油槽の断熱材が

有用な状態にあることを確認します。 

12 配線用ハーネスを点検する 
すべての配線用ハーネスと接続がしっかり行われ

ており、よい状態にあることを確認します。  

13 オイルラインを点検する 
すべてのオイルリターンラインとドレインライン

で漏れがないかを点検し、すべての接続がしっか

り行われていることを確認します。 

 
 
 
 

 ©マクドナルド社 · 計画的なメンテナンスマニュアル · 2014 年 3 月改訂 2/2 ページ 

フ
ラ
イ
マ
ス
タ
ー
 フ

ラ
イ
ヤ
ー
 
モ

デ
ル
 BIELA14 -T– LOV

 
  

資
格

の
あ

る
技

術
者

の
み

が
実
施

し
ま
す

  
年
 1 回

 
FR 5 A1-T 

 



年 1 回行う点検 (電気フライヤーのみ  年 1 回 FR 5 A2-T 
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目的 フライマスターは、工場が認可するサービス技術者が少なくとも年に1回本機器を点検す

ることを推奨します。そうすることで、本機器が安全に正常運転できる状態となり、最

高の性能で動作します。 
必要な時間 検査の終了に 1.5 時間 

実施時間 点検は、営業に差し障りがなく、サービサーが機器を十分点検できるように、店舗がス

ケジュールを決めなければなりません。 
警告表示 

         

    

ツールおよび提供品 

 

 

            

 技術者が提供するツール                

手順

資格のある技術者のみが実施します 

1 キャビネットを点検する 
キャビネットの内側と外側、正面と奥に固まった

油が付着していないか点検します。 

 

2 調節ガス圧を確認する 
現地のガス会社またはサービスエージェンシーに

連絡をとり、フライヤーの各ガス調節器のガス圧

を確認します。  
 
天然ガスの場合、ガス圧は 76 mm W.C.でな 

ければなりません。 プロパンガスの場合、 

ガス圧は 210 mm W.C. でなければなりません。 
 
ガス圧が規定の基準を満たしていない場合、サー

ビス機関またはガス会社に依頼し、基準に合うよ

うにガス圧を調節してください。 

3 プローブを確認する 
温度プローブとハイリミットプローブが適切に接

続され、しっかり締められ、適切に機能している

ことを確認します。また、取り付け金具とプロー

ブガードが付いており、正しく取り付けられてい

ることを確認します。 

 

4 ガスバルブのベントチューブを掃除し交換する 
ガスバルブのベントチューブを掃除し交換します

。本サービスマニュアルに書かれている掃除の手

順に従ってください。 
 
  

5 燃焼室のエアブロワーを掃除する 
燃焼室のエアブロワーを掃除します。本サービス

マニュアルに書かれている掃除の手順に従ってく

ださい。 

6 フライヤーのリカバリー時間を確認する 
FR5 M1 に書かれている手順に従い、すべて 

のバットで最新のフライヤーのリカバリー時間を

確認します。最新のリカバリー時間は、2:25 
(2分25秒) 以内でなければなりません。 
 
フライヤーのリカバリー時間が 2:25 (2分25秒) 

以内の場合、そのバットでのこの手順は終了です

。ステップ 6 に進みます。 
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年 1 回行う点検 (電気フライヤーのみ) (続く) 

7 燃焼を確認する 
フライヤーのリカバリー時間が 2:25 (2分25秒) 

以内の場合はこの手順を省いてください。 
 
マルチメーターを点火装置の炎感知ワイヤに直列

に接続します。溶解サイクルの終了後、最低 1 
分間バーナーを作動させます。1 分後、マルチ 

メーターの計測値は通常、有効な制御モジュール

で 0.3µA ～ 0.9µA または Honeywell 製モジュ 

ールで 3.0µA ～ 8.0µAとなります。上記の範囲 

外の値は許容限度外となります。 
 
90 秒継続して作動させた後、バーナーの炎の色 

を確認します。バーナーの炎の色は、明るいオレ

ンジ色でなければなりません。フライヤーのドア

の内側に入っているバーナーの炎の色の比較表を

使用し、正しい色を確認します。バーナーの炎の

色が青またはバーナーの炎正面に黒いスポットが

見える場合は、正しい炎の色ではありません。 

8 燃焼室のエアブロワーを調節する (必要な場合) 
フライヤーのリカバリー時間が 2:25 (2分25秒) 

以内の場合はこの手順を省いてください。 
 
マルチメーターの計測値が不適切、またはバーナ

ーの炎の色が正常ではない場合、 燃焼室のエ 

アブロワーのインテークプレートを調節します。  
 
調節可能な小さなレンチでインテークプレートの

ロッキングナットを緩めます。マルチメーターの

計測値とバーナーの炎の色を確認しながら、プレ

ートを開いて/閉じて空気の流れを調節します。

青い炎は通常、バーナーに十分空気が供給されて

いないことを表します。炎に黒いスポットが見ら

れる場合は通常、バーナーに供給される空気量が

多すぎることを表しています。  
 
マイクロアンペアの計測値が許容範囲内であり、

バーナーの炎の色が明るいオレンジ色の場合、ブ

ロワーのインテークプレートを適切な場所に取り

付けます。次に、ブロワーのインテークプレート

をロッキングナットで締めます。  

9 安全装置を確認する 
すべての安全機能 (例えば、コンタクタシール 

ド、ドレインの安全スイッチ、リセットスイッチ

など) が付いており、適切に作動していること 

を確認します。 
   

 

10 油槽を点検する 
油槽の状態がよく、漏れがなく、油槽の断熱材が

有用な状態にあることを確認します。 

11 配線用ハーネスを点検する 
すべての配線用ハーネスと接続がしっかり行われ

ており、よい状態にあることを確認します。 
 

12 オイルラインを点検する 
すべてのオイルリターンラインとドレインライン

で漏れがないかを点検し、すべての接続がしっか

り行われていることを確認します。 
 

13 残りのフライヤーで上記の手順を実施する 
手順 2 から 12 をフライヤーの残りの各バッ 

トで繰り返します。  
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